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第 5 章では，実構造物を対象に乾燥まで考慮した非定常非線形三次元 FEM 温度応力解析
を実施するため，供試体の実験結果を基に乾燥収縮を解析で入力する方法について検討を
行っている。ここでは，室内試験で実測した乾燥収縮ひずみと，湿気移動解析により求め
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